
作業環境測定 ･ 放射性物質の 取組に つ い て

三 重大学工 学部工 学研究科技術部

中村昇 二

1 . はじめに

現在,
三重大学上浜地区事業場で の 作業環境測定は, 放射性物質以外は全て 工学部技術部 ( 以下, 技術部

と いう) に よる自社測定でお こな っ て い る. 平成 2 0 年度か らは, 技術部 の 更なる全学貢献及び教室系技術

職員の 専門技術分野の 開拓と して
, 唯

一

残されて い た放射性物質の測定を予定 して い る . 本測定に関す る有

資格者の養成は , 国立大学法人化 ス タ
ー

ト の年で ある平成 1 6 年度か ら始まり, 今年度も複数名の 資格者確

保 を予 定して い る .

本報告では, 来年度実施に向け昨年度か ら本格的に進めてきた測定準備 ( 測定方法 ･ 場所 ･ 予算等) に つ

い て 紹介す ると共 に, 本測定を技術職員の 専門技術分野とと らえた全学技術職員組織 - の 構想も含め報告す

る.

2 . 作業環境測定場所及び測定士

本学上浜地区事業場にお ける放射性物質取扱区域は 4 施設あり , 作業環境測定以外に管理 区域境界で の 線

量放射線当量率測定及び表面汚染密度測定も併せて 民間の 測定機関に依頼 して い る関係か ら, 併せ て技術部

がお こ なうこ とになる . 表 1 に作業環境測定で の対象で ある測定場所及び測定線種を示す . 表 2 に放射性物

質が沈着汚染 した部位 を測定す る表面汚染密度 の 測定場所及び測定線種を示す (1) ( 2)

これら の測定をお こなう測定士は , 現在技術部内に 4 名の 資格者がお り
, 今年度新たに 2 名が資格取得の

為の受験を予定 して い る . 最終的には
,

毎月 の測定義務が課せ られて い る本測定を 6 人体制で対応 して い く

こ とになる .

3 . 作業環境測定物質及び方法

本学事業場にお い ては
,
使用また は発生す る放射性物質は主に 4 種類存在する . 表 3 に各線種毎の 捕集器 ･

捕集材及び測定器を示す. こ れ ら の捕集及び測定に関 して, 本学施設にお い て借用可能な機器等は液体シ ン

チ レ
ー

シ ョ ン カ ウン タ
ー の み であ っ た . そ こ で

, 平成 1 8 年度に当初予算と して約 5 0 0 万円を確保 し, β線

測定装置 (1 台) ･ 3 H/ 1 4 C 捕集装置 (2 台) と消耗品等及び電離箱サ ー ベ メ
ー

タ (1 台) の購入 をお こ な っ た .

平成 1 9 年度には 1 0 0 0 万円程度予算を確保 し, γ線測定装置の購入をお こ なう予定である. 図 1 - 4 に今回

購入 ( 予定を含む) の機器 を示す .

また , 実際に測定器等の 設置及び実務等をお こなう場所 と して
, 本学 R I 医学部実験施設を借りる こ と と

な っ た .

4 . 専門技術群での全学組織

現在
, 有機溶剤等 の 作業環境測定は 工学部技術部所属 の 6 人 で お こ な っ て い る . 他学部等にも 2 名の 第

一

種作業環境測定士 の 資格者が おり , 放射性物質の 資格者も 1 名存在 して い る . 来年度以降, 放射性物質の 測

定 (毎月) が現行の年間 2 度の 有機溶剤等 の 測定に追加され, 当然 工学部技術職員 - の負担は増大す る.

そ こ で, 効率的な人材 ( 資格) 活用 を推進 し, 他学部等の技術職員の 地位の 確保 ･ 待遇改善に つ なげるた

め にも作業環境測定業務で の職群 をつ く っ て はと考える . 同時に , 全学組織の職群と して望ま し い もの に情

報セ ン タ
ー 及び装置開発 ･ も の 作り業務の職群等及び教育 ( 実習) 支援等が考えられ る. 表 5 に全学技術組

織 (莱) を示す . 全学組織を機能させる こ とに より, 人材交流は勿論の こ と技術交流は推進され技術職員の

活性化に つ なが る こ とは必然であ り , 当然の ごとく全学貢献に関し て は現在の 状況と比 しみれば計り知れな
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い 程 の も の が創造できる と思う.

5 . おわりに

平成 17 年度か ら始 ま っ た有機溶剤 ･ 特定化学物質 ･ 金属及び粉 じん の 作業環境測定であるが
, 来年度に

始まる放射性物質で全物質自社測定が達成する . こ れ ら技術部 の 活動i こ より法令遵守及び運営費交付金削減

の 中で, 少 しでも大学貢献に寄与できれば幸 い で ある .

また
, 本報告書 の 冒頭に も記した技術職員組織 の 全学化 ( 現在は

,
工学部 の み) であるが, 作業環境測定

がひ と つ の き っ か けとなり
,

各専門技術分野で括 られた グ ル
ー

ピ ン グに発 展し
, 技術職員 の 全学組織が誕生

すれば技術職員 の 生き残り と同時に合理的か つ 効率的な人員配置に つ なが ると考える .

本測定士資格取得から始まり
, 測定器等予算申請及び実際に測定士が実務をお こ なう測定室等 の 確保 に関

して
, 多大なご支援 ご協力を頂 い た本学総務部福利厚生チ ー ム の 方 々 に感謝す る . 最後に

,
測定機器 の 使用 ･

機器 の 設置 ･ 実務室 の 提供及び放射性物質 の 廃棄まで の 多大なお世話を頂く こ と とな っ た本学 R I 医学部実

験施設 の 方 々 に心 より深くお 礼申 し上げる .
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Rl 医学部附属実験施設 全 γ . 全β, 3日. 1 4C

医学部附属病院 全 γ (サ イ ク ロ) .
全 γ

Rl 生物資源学部実験施設 3日, 1 4 C

遺伝子実験施設 全β .
3H

.
14 C

表1 上 浜地区事業場 の測 定場所 と線種

( 作業環境測定対象)

線種 ･ =

喜
l

.壬 捕集材 測定器

全γ L . V サ ン プラ H ト40T
.
CP-2 0 γ 線測定装置

全β L . V サ ン プラ H E-40丁.
CP-2 0 β線測定装置

3日 3日/1 4C 捕 集 コ ー

ル ド ト ラ 液体シ ン チ レ

装置 ツ プ - シ ∃ ン C

1 4 C 3日/1 4C 捕 集 エ タ ノ
ー

ル ア 液体シ ン チ レ

装置 ミ ン トラ ッ プ - シ ∃ ン C

表3 各線種の 捕集方法及び測定器

･ ー L

園1 γ カウ ン タ ー

148 0 WIZ A R【)

パ ー

キ ン エ ル マ 製

≡ll
違ユ⊥

国 2 β線測定装置
JD C 1 3 1 0 1

ア ロ カ製

測定場所 測定線種

R l 医学部附属実隻灸施設 全 γ . 3日. ー4 C .
3 3 P

.
3 5 S

.

4 5 C a ,
3 2 P

医学部附属病院 全 γ ( サ イ クEj ) , 全 γ

Rl 生物資源学部実験施設 3H
.
1 4C

遺伝子 実験施設 3日
.
1 4C

.
3 3P

.
3 5S

.
3 2P

表 2 上 浜 地区事菓場の 測定場所と績種

(表面 汚 染密度)

表 4 職群 で 括 っ た全学組織図 (秦)

図3 3 H/1 4C 補修装置
H CM-1 01B

ア ロ カ製
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･

中
国 4 サ ー ベ メ

ー

タ
I CS-3 1 1

ア ロ カ 製


